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「
買
物
、飲
食
、情
報
受
発
信
」激
変
の
原
因
と
影
響

　

本
連
載
は
「
過
去
の
意
識
と
働
き
方
に
基
づ
く
政
策
は
、

も
は
や
通
用
し
な
く
な
っ
た
」
理
由
、
解
決
策
で
あ
る

「
働
き
方
と
、
意
識
を
改
革
せ
よ
」
を
様
々
な
事
例
考
察

を
通
し
て
提
示
し
て
き
た
。
連
載
の
最
後
に
新
た
な
事
例

を
付
加
し
、
ま
と
め
を
し
た
い
。

　

人
が
毎
日
お
金
と
時
間
を
使
う
上
位
3
項
目
「
買
い
物
、

飲
食
、
情
報
受
発
信
」
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
、
お
金
・

時
間
を
節
約
す
る
方
向
で
、
過
去
と
は
激
変
し
て
い
る
。

　

「
物
を
店
舗
で
買
わ
な
い
・
飲
食
で
店
舗
に
行
か
な

い
」
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
当
た
り
前
に
普
及
し
た
結
果

「
店
舗
の
空
室
化
→
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
」
が
急
激
に

進
ん
だ
。
こ
れ
が
、
中
心
市
街
地
衰
退
の
原
因
。

　

買
物
と
飲
食
は
過
去
、
中
心
市
街
地
・
商
店
街
に
来
訪

す
る
目
的⇔

政
策
の
メ
イ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

だ
が
、
買
い
物
と
食
事
に
要
す
る
「
お
金
、
移
動
・
待

ち
時
間
」
は
今
、
最
も
節
約
し
た
い
項
目
に
変
わ
っ
た
。

　

物
を
売
る
店
舗
は
「
狭
義
な
ら
表
1
」
の
よ
う
に
5
段

階
で
進
化
し
て
い
る
。
行
政
主
導
の
駅
前
ビ
ル
や
商
店
街

な
ど
最
も
古
い
第
1
世
代
の
店
舗
は
、
新
し
い
世
代
が
出

現
し
て
代
替
さ
れ
る
た
び
、
衰
退
し
続
け
る
。

　

広
義
で
は
「
お
裾
分
け
、
フ
リ
マ
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
）
な
ど
中
古
品
の
交
換
や
贈
与
」
に
代
替
さ
れ
る
。

　

中
古
品
の
交
換
と
贈
与
を
、
狭
義
の
「
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
言
い
、
人
の
関
係
で
物
を
シ
ェ
ア

し
「
店
舗
で
の
購
入
に
依
存
し
な
い
、
店
舗
に
行
か
な

い
」
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
世
界
中
で
急
激
に
普
及
す
る
。

意
思
決
定
と
政
策
は
今
、論
理
よ
り
感
情
が
重
要

　

狭
義
は
効
率
・
論
理
に
よ
る
意
思
決
定
。

　

広
義
は
人
の
関
係
・
感
情
に
よ
る
意
思
決
定
。

　

買
物
や
飲
食
な
ど
意
思
決
定
は
、
両
面
が
総
合
的
に
勘

案
さ
れ
る
。
効
率
＝
節
約
だ
け
で
は
決
ま
ら
な
い
。

　

だ
が
、
現
代
の
意
思
決
定
は
狭
義
よ
り
、
広
義
（
人
の

関
係
、
感
情
）
が
重
視
さ
れ
る
。
理
由
は
二
つ
あ
る
。

　

ま
ず
、
物
と
情
報
が
溢あ

ふ

れ
て
、
狭
義
（
効
率
・
論
理
）

の
判
断
は
、
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て
、
効
率
的
で
な
い
。

　

そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
マ
ス
コ
ミ
や
役
所
の
情
報

は
関
心
・
信
頼
を
持
た
れ
な
く
な
っ
た
。

　

事
実
、
飲
食
も
表
2
の
よ
う
に
、
金
と
時
間
を
節
約
す

る
狭
義
の
意
思
決
定
に
基
づ
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
読
み

取
れ
る
一
方
、
手
づ
く
り
弁
当
に
は
金
と
時
間
を
か
け
る

（
広
義
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
楽
し
む
）
者
が
急
増
す
る
。

　

手
づ
く
り
弁
当

の
楽
し
み
方
は
主

に
、
ス
マ
ホ
で
手

づ
く
り
弁
当
を
撮

影
し
て
、
写
真
投

稿
サ
イ
ト
「
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
（
以

下
、
イ
ン
ス
タ
）」

に
投
稿
す
る
こ
と
。

イ
ン
ス
タ
映
え
す

る
ほ
ど
、
イ
ン
ス

タ
を
媒
介
に
、
交

流
の
質
量
が
高
ま

る
。

　

手
づ
く
り
弁
当

派
の
増
加
は
、
自 久

繁
哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー

ス
キ
ル
無
き
素
人
な
公
務
員
の
補
助
金
ば
ら
ま
き
、六
つ
の
病
＆
処
方
箋

過
去
の
意
識
・
働
き
方
に
基
づ
く
政
策
は
通
用
し
な
い
理
由
、解
決
策
ま
と
め

木
曜
連
載

働
き
方
と
、意
識
を
改
革
せ
よ
�
・
完

表1　市民のライフスタイル＆店舗の進化:筆者作成

A：店舗に顧客を来させる時代
1　店舗：昼間のみ営業
2　店舗：利便性等を進化
3　店舗：価格等を進化

B：倉庫から顧客へ直送する時代
4　ネット通販の専業

C＝A+B：店舗が倉庫を兼ねる時代
5　店舗がネット通販

立地や価値の変化

駅前ビル、商店街
コンビニ
郊外の大型店

アマゾン、楽天

食品スーパー

商業施設の例



3 2018年（平成30年）9月20日（木）　地方行政　第3種郵便物認可

己
主
張
と
交
流
を
楽

し
む
「
飲
食
×
情
報

受
発
信
」
の
変
化
と

換
言
で
き
る
。

　

若
者
は
「
物
を
買

わ
な
く
な
っ
た
。
理

由
は
草
食
化
」
と
い

う
報
道
が
多
い
が
、

正
し
く
な
い
。
正
し

く
は
「
で
き
あ
が
っ

た
物
を
買
う
」
事
に
、

関
心
が
無
く
な
り

「
手
づ
く
り
弁
当
な

ど
、
自
分
が
主
役
で

手
づ
く
り
し
た
物
・

情
報
を
楽
し
む
」
価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
変
化
し

た
。で

き
あ
が
っ
た
物
・
情
報
の
押
し
売
り
は
、通
用
し
な
い

　

情
報
の
受
信
も
同
様
に
、
マ
ス
コ
ミ
や
役
所
が
発
信
す

る
「
で
き
あ
が
っ
た
情
報
」
は
関
心
・
信
頼
を
得
ら
れ
な

く
な
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
と
役
所
の
情
報
は
今
、
信
頼
で
き

る
仲
間
が
「
手
作
り
＝
編
集
」
を
加
え
た
S
N
S
や
ク
チ

コ
ミ
で
発
信
す
る
2
次
的
な
情
報
だ
け
が
、
シ
ェ
ア
さ
れ

る
（
関
心
・
信
頼
を
持
た
れ
る
）
時
代
へ
変
化
し
た
。

　

同
様
に
、
役
所
の
「
ま
ち
づ
く
り
が
市
民
か
ら
関
心
・

信
頼
を
持
た
れ
な
い
」
原
因
も
「
で
き
あ
が
っ
た
箱
物
を
、

こ
う
使
え
」
と
い
う
、
押
し
付
け
（
押
し
売
り
）
に
あ
る
。

　

役
所
の
情
報
発
信
・
ま
ち
づ
く
り
、
地
方
創
生
を
活
性

化
す
る
解
決
策
は
、
市
民
が
「
手
づ
く
り
＝
編
集
を
加
え

た
く
な
る
余
地
・
面
白
さ
を
創
る
」
事
に
尽
き
る
。

　

要
は
、
市
民
が
「
主
役
で
創
造
的
に
参
加
で
き
る
」
情

報
発
信
・
ま
ち
づ
く
り
へ
の
改
革
が
必
須
で
あ
る
。

関
心
を
持
た
れ
な
い
原
因
を「
量
の
不
足
」と
錯
覚

　

役
所
の
情
報
が
市
民
か
ら
関
心
・
信
頼
を
持
た
れ
な
く

な
っ
た
原
因
は
「
手
づ
く
り
＝
編
集
を
加
え
た
く
な
る
余

地
・
面
白
さ
の
欠
如
」
に
あ
る
、
と
先
述
し
た
。
だ
が
、

役
所
は
原
因
を
、
情
報
発
信
「
量
の
不
足
」
と
錯
覚
し
、

押
し
付
け
る
情
報
の
量
を
増
や
し
て
、
税
金
を
浪
費
す
る
。

　

押
し
付
け
（
押
し
売
り
）
型
の
情
報
発
信
・
販
売
・
ま

ち
づ
く
り
は
、
も
は
や
通
用
し
な
い
事
実
を
認
識
し
よ
う
。

　

手
づ
く
り
弁
当
な
ど
ラ
ン
チ
動
向
変
化
は
、
ま
ち
づ
く

り
や
情
報
受
発
信
の
成
功
に
「
手
づ
く
り
＝
編
集
を
加
え

た
く
な
る
余
地
・
面
白
さ
を
創
る
」
必
要
性
を
示
唆
す
る
。

　

表
2
は
、
第
一
生
命
が
2
0
1
4
年
9
月
に
発
表
し
た

調
査
「
働
く
20
～
30
代
男
子
と
女
子
の
ラ
ン
チ
レ
ポ
ー
ト

～
2
0
1
1
年
と
2
0
1
4
年
の
ラ
ン
チ
事
情
の
変
化
」。

ラ
ン
チ
の
取
り
方
、
ラ
ン
チ
の
平
均
金
額
を
、
2
0
1
1

年
と
2
0
1
4
年
で
時
系
列
に
比
較
し
た
。
回
答
者
は
働

く
20
～
30
代
で
、
男
子
2
6
2
7
人
、
女
子
3
9
4
5
人
、

合
計
6
5
7
2
人
。

　

ラ
ン
チ
の
平
均
金
額
は
、
2
0
1
1
年
5
4
8
・
3
円

か
ら
2
0
1
4
年
5
2
2
・
5
円
へ
4
・
7
％
の
減
少
。

　

ラ
ン
チ
の
取
り
方
で
減
少
し
て
い
る
の
は
「
社
員
食
堂
、

外
食
」
の
二
つ
。
こ
の
二
つ
は
「
で
き
あ
が
っ
た
物
を
、

押
し
付
け
る
だ
け
」
と
い
う
共
通
項
が
あ
る
。

　

一
方
、
ラ
ン
チ
の
取
り
方
で
増
加
し
て
い
る
の
は
「
手

作
り
弁
当
、
自
宅
へ
帰
る
、
市
販
の
弁
当
」
の
三
つ
。

　

こ
の
三
つ
は
自
分
で
「
手
づ
く
り
＝
編
集
を
加
え
る
余

地
・
面
白
さ
が
あ
る
」
と
い
う
共
通
項
を
有
す
る
。

　

手
作
り
弁
当
は
最も

は
や早

、
44
・
9
%
と
全
体
の
半
分
に
迫

る
勢
い
で
増
え
て
い
る
。
外
食
よ
り
約
4
・
8
倍
も
多
い
。

こ
の
傾
向
は
女
子
に
限
ら
な
い
。
同
調
査
に
よ
れ
ば
、
手

作
り
弁
当
の
割
合
は
女
子
が
2
0
1
1
年
の
39
・
5
%
か

ら
2
0
1
4
年
は
49
・
2
%
へ
増
加
。
男
子
は
2
0
1
1

年
の
32
・
3
%
か
ら
2
0
1
4
年
は
34
・
8
%
へ
増
加
。

彼
ら
を
「
弁
当
男
子
」
と
言
う
。

　

2
0
0
9
年
の
流
行
語
大
賞
に
「
弁
当
男
子
」
が
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
た
が
、
一
時
的
な
流
行
に
終
わ
ら
ず
、
今
も

増
加
し
続
け
て
い
る
。
弁
当
男
子
は
今
や
、
外
食
よ
り
4

倍
弱
も
多
い
（34.8÷9.4=3.7

）。

手
づ
く
り
弁
当
の
増
加
に
見
る「
働
き
方
改
革
」必
要
性

　

さ
て
、
同
じ
現
象
を
見
て
も
、
正
反
対
な
解
釈
を
し
て
、

間
違
っ
た
働
き
方
や
政
策
が
導
か
れ
る
リ
ス
ク
を
学
ぼ
う
。

　

弁
当
男
子
の
急
増
を
見
て
、
私
の
よ
う
に
解
釈
す
る
知

的
派
が
い
る
一
方
、
役
所
な
ど
軍
隊
的
な
組
織
に
は
「
男

が
弁
当
を
作
る
時
間
あ
る
な
ら
、
も
っ
と
仕
事
し
ろ
」
と
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
暴
言
を
吐
く
者
も
存
在
す
る
。

　

こ
う
い
う
者
は
、
部
下
に
「
で
き
あ
が
っ
た
仕
事
を
押

し
付
け
る
」
上
司
失
格
者
な
の
だ
ろ
う
。
仕
事
の
依
頼
も
、

部
下
が
「
手
づ
く
り
＝
編
集
を
加
え
た
く
な
る
余
地
・
面

白
さ
を
創
る
」
方
法
へ
の
改
革
が
必
須
で
あ
る
。

表2　ランチの取り方、ランチ平均金額:出典後述

手づくり弁当
市販の弁当
社員食堂
外食
自宅へ帰る
その他
ランチ平均金額

ランチの取り方
36.4％
15.3％
13.3％
10.9％
6.9％
17.2％
548.3円

2011年
44.9％
16.6％
9.9％
9.4％
9.2％
10.0％
522.5円

2014年
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デ
タ
ラ
メ
な
地
方
創
生
論
に
「
地
方
に
は
、
仕
事
が
無

い
」
と
、
ウ
ソ
を
言
っ
て
「
出
来
上
が
っ
た
・
つ
ま
ら
な

い
仕
事
の
量
だ
け
を
増
や
す
」
愚
策
が
あ
る
。

　

こ
れ
が
正
し
く
な
い
理
由
と
解
決
策
も
、
地
方
に
沢た

く
さ
ん山

あ
る
今
の
仕
事
に
「
手
づ
く
り
＝
編
集
を
加
え
た
く
な
る

余
地
・
面
白
さ
を
創
る
」
働
き
方
改
革
で
あ
る
。

自
宅
・
職
場
か
ら
出
な
い（
ひ
き
こ
も
る
）顧
客
の
急
増

　

以
上
を
認
識
で
き
る
と
、
自
治
体
へ
の
批
判
・
要
望
に
、

過
去
と
は
違
う
適
切
な
対
応
→
政
策
を
導
け
る
。

　

以
下
は
、
茨
城
県
筑
西
市
で
私
が
講
演
し
た
時
、
下
館

駅
前
の
商
店
街
で
飲
食
店
を
営
む
商
店
主
X
氏
に
よ
る
質

問
と
問
題
提
起
で
あ
り
、
ど
の
商
店
街
で
も
必
ず
聞
く

「
自
治
体
へ
の
批
判
、
要
望
」
で
あ
る
。

　

〝
過
去
は
賑に

ぎ

わ
っ
た
商
店
街
が
近
年
は
閑
古
鳥
が
鳴
く
。

そ
ん
な
折
、
筑
西
市
役
所
が
郊
外
か
ら
駅
前
へ
移
転
し
て

来
た
。
市
役
所
職
員
の
買
物
と
飲
食
の
利
用
に
よ
り
、
商

店
街
は
昔
の
賑
わ
い
が
復
活
す
る
と
確
信
し
た
。

　

根
拠
は
二
つ
。
ま
ず
、
駅
周
辺
に
オ
フ
ィ
ス
は
今
や
市

役
所
し
か
無
い
。
次
に
「
水
戸
市
の
商
店
街
が
衰
退
し
た

理
由
は
、
県
庁
が
駅
前
か
ら
郊
外
へ
移
転
し
た
か
ら
（
と

い
う
有
名
な
通
説
に
あ
る
）」。
下
館
駅
前
で
は
、
水
戸
市

と
は
逆
に
「
市
役
所
が
郊
外
か
ら
駅
前
へ
移
転
」
が
起
き

た
。
だ
か
ら
、
商
店
街
の
再
生
を
確
信
し
た
。
し
か
し
、

市
役
所
職
員
に
裏
切
ら
れ
た
。
市
役
所
職
員
は
ラ
ン
チ
時
、

商
店
街
へ
来
な
い
で
、
持
参
し
た
弁
当
を
役
所
内
で
食
べ

て
い
る
。
買
い
物
に
も
来
な
い
。
市
役
所
職
員
を
、
商
店

街
へ
来
さ
せ
る
方
法
を
教
え
て
下
さ
い
〟

成
功
の
鍵
は「
誰
が
×
ど
の
よ
う
に
」の
見
極
め

　

X
氏
の
意
識
と
商
い
方
法
が
「
時
代
遅
れ
、
過
去
の
成

功
・
前
例
に
固
執
」
だ
か
ら
、
衰
退
す
る
事
実
が
、
本
稿

を
読
め
ば
分
か
る
。

　

困
っ
た
事
に
、
X
氏
は
例
外
で
な
く
、
地
方
・
中
小
企

業
の
経
営
者
は
、
X
氏
と
同
じ
穴
の
貉む

じ
なで

あ
る
。

　

地
方
創
生
・
中
小
企
業
創
生
は
彼
ら
に
、
新
し
い
・
正

し
い
意
識
と
作
法
を
指
導
す
れ
ば
簡
単
に
実
現
す
る
。

　

留
意
す
べ
き
は
「
誰
が
×
ど
の
よ
う
に
」
指
導
す
る
か
。

　

最
も
ダ
メ
な
組
み
合
わ
せ
は
「
公
務
員
が
×
商
店
街
に

客
と
し
て
行
か
ず
、
公
務
（
会
議
や
通
達
）
で
」
指
導
す

る
「
公
×
公
」
の
方
法
。
ダ
メ
な
理
由
は
、
経
営
者
が

「
公
務
員
は
率
先
し
て
、
地
元
の
店
舗

で
消
費
す
べ
き
」
と
批
判
・
要
望
す
る

「
感
情
を
無
視
」
し
て
い
る
か
ら
。

　

正
し
い
組
み
合
わ
せ
は
「
公
×
私
」

「
狭
義
×
広
義
」
の
連
携
で
あ
る
。
つ

ま
り
「
公
務
員
が
×
客
＝
私
事
と
し
て
、

店
に
行
き
」
店
舗
が
利
用
さ
れ
な
い
現

代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
「
狭
義
×
広

義
」
両
面
か
ら
話
す
。

　

以
上
と
同
様
に
、
成
功
例
を
視
察
・

真ま

ね似
す
る
場
合
も
「
誰
が
×
ど
の
よ
う

に
」
の
見
極
め
が
成
功
の
鍵
と
な
る
。

　

成
功
例
は
「
誰
が
×
ど
の
よ
う
に
」

が
秀
逸
だ
か
ら
、
成
功
し
た
の
で
あ
り
、

内
容
が
秀
逸
な
わ
け
で
は
な
い
。
凡
人

が
内
容
を
猿
真
似
し
て
も
、
確
実
に
失
敗
す
る
。

関
係
人
口
が
、ま
ち
・
店
舗
に
顧
客
を
連
れ
て
く
る

　

こ
こ
ま
で
の
話
が
分
か
る
、
成
功
例
を
紹
介
し
よ
う
。

　

X
氏
の
質
問
を
講
演
の
参
加
者
で
議
論
し
た
時
、
下
館

さ
く
ら
商
店
街
の
理
事
長
を
務
め
る
滝
田
宗
浩
氏
か
ら
、

次
の
取
り
組
み
と
成
果
を
聞
い
た
。
滝
田
氏
の
経
営
範
囲

は
広
く
、
宴
会
場
を
完
備
す
る
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
を
経
営

す
る
。
表
3
は
滝
田
氏
の
話
の
要
約
で
あ
る
。

持
続
可
能
性
と
実
現
可
能
性
が
高
い
政
策
を
創
る

　

滝
田
氏
の
話
に
あ
る
下
線
部
の
「
イ
ベ
ン
ト
（
同
窓

会
）
の
日
か
ぎ
り
の
集
客
」
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
を
機

表3　関係人口が、店舗に顧客を連れてくる本質

〝私のホテルで同窓会など宴会が開催されると、そ
の顧客が宴会の前後に2次会などで、商店街の飲食
店を利用する。これが重なり、商店街の連中は私
（のホテルで宴会の開催）に期待するようになっ
た。期待に応えて商店街を活性化する取り組みとし
て、母校の同窓会を私のホテルで開催してくれるよ
う、声掛けを行った。母校の名簿を見て、各学年の
同窓会幹事に声を掛けるだけだが、幹事に市役所職
員が数人いた。彼らに声掛け後、市役所職員Z氏が
幹事として、私のホテルで同窓会を開催してくれ
た。これでZ氏と私は、関係（繋がり）ができた。Z
氏は声掛け迄は、私のホテルも飲食店も利用したこ
とがなかった。だが、関係（繋がり）ができた後
は、たまに同僚を連れて利用してくれる。連れてこ
られた同僚と私は、更に関係（繋がり）を創る。こ
れで顧客を増やしていく。このように「イベント
（同窓会）の日かぎりの集客」ではなく、イベント
を機に「顧客と関係を創り、リピートしてもらう」
重要性を久繁さんの著書「コミュニティが顧客を連
れてくる」に書かれていたので、私は実践してい
る〟



5 2018年（平成30年）9月20日（木）　地方行政　第3種郵便物認可

に
「
顧
客
と
関
係
を
創
り
、
リ
ピ
ー
ト
し
て
も
ら
う
」
重

要
性
が
、
商
店
街
再
生
・
地
方
創
生
の
鍵
と
な
る
。

　

し
か
し
、
従
来
の
政
策
は
「
イ
ベ
ン
ト
の
日
か
ぎ
り
の

集
客
」
に
止と

ど

ま
る
も
の
が
多
い
（
前
者
）。

　

ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
地
方
は
「
非
日
常
を
楽
し
む

施
設
を
造
る
」
と
い
う
無
理
筋
な
政
策
が
多
い
（
後
者
）。

　

前
者
は
、
持
続
可
能
性
が
低
い
。

　

後
者
は
、
実
現
可
能
性
が
低
い
。

　

例
え
ば
、
滝
田
氏
と
似
た
よ
う
な
成
功
例
が
地
方
で
創

出
・
伝で

ん
ぱ播
し
た
結
果
、
同
窓
会
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

に
補
助
金
を
出
す
「
成
功
例
を
猿
真
似
し
た
補
助
金
政

策
」
が
地
方
で
激
増
し
て
い
る
。

　

こ
の
同
窓
会
の
政
策
は
一
見
、
地
方
都
市
が
中
心
市
街

地
と
店
舗
に
「
非
日
常
を
楽
し
む
施
設
を
造
る
」
無
理
筋

な
政
策
か
ら
「
同
窓
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
で
関
係
人
口
を
創

る
」
と
い
う
理
想
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

だ
が
、
同
窓
会
に
補
助
金
を
交
付
す
る
要
綱
に
は
「
ま

ち
・
店
と
顧
客
が
関
係
を
創
る
」
類
い
の
記
載
が
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
で
は
「
イ
ベ
ン
ト
の
日
か
ぎ
り
の

集
客
」
で
終
わ
る
。
要
綱
で
条
件
を
付
す
事
項
は
、
補
助

金
支
給
規
定
を
除
く
と
、
最
も
多
い
の
が
「
地
元
の
店
を

使
う
」
で
あ
る
。
次
に
多
い
の
が
、
同
窓
会
の
参
加
者
に

関
す
る
「
年
齢
の
上
下
限
、
居
住
地
の
地
域
外
割
合
の
下

限
」
で
あ
る
。

　

こ
の
政
策
の
目
的
は
、
ま
ち
・
店
の
活
性
化
に
加
え
て

「
若
者
の
U
タ
ー
ン
移
住
も
、
欲
張
っ
て
狙
っ
て
い
る
」

と
推
測
で
き
る
。
欲
張
る
（
理
想
が
高
い
・
多
い
）
こ
と

を
批
判
す
る
意
図
は
毛
頭
な
い
が
、
次
を
提
案
し
た
い
。

　

政
策
の
目
的
を
欲
張
っ
て
「
増
や
す
、
無
理
筋
に
設
定

す
る
」
こ
と
は
、
ま
ち
に
「
非
日
常
を
楽
し
む
施
設
を
造

る
」
と
い
う
無
理
筋
と
同
じ
、
失
敗
す
る
結
果
も
同
じ
。

　

こ
の
政
策
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
機
に
「
ま
ち
・
店
と
顧
客

が
関
係
を
創
る
」
こ
と
に
選
択
と
集
中
を
行
え
ば
「
持
続

可
能
性
と
実
現
可
能
性
が
高
い
」
優
れ
た
政
策
に
変
わ
る
。

弱
者（
地
方
、小
企
業
）は
、非
日
常
で
な
く
日
常
を
狙
え

　

こ
こ
か
ら
、
ま
ち
・
店
舗
に
人
を
集
め
る
政
策
と
し
て

「
地
方
は
非
日
常
で
な
く
日
常
を
狙
え
」
を
加
え
る
。

　

非
日
常
を
狙
っ
て
成
功
で
き
る
の
は
一
部
の
強
者
（
大

都
市
、
大
企
業
）
に
限
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弱

者
の
多
く
が
、
強
者
の
成
功
に
憧
れ
て
猿
真
似
し
て
失
敗

す
る
。
こ
の
論
理
を
、
地
方
に
「
非
日
常
を
楽
し
む
施
設

を
造
る
」
無
理
筋
な
政
策
と
定
義
し
て
先
述
し
た
。

　

買
い
物
と
食
事
と
い
う
消
費
は
「
非
日
常
の
楽
し
み
」

と
「
日
常
の
面
倒
な
こ
と
」
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
実
現
可
能
性
が
低
い
「
身
の
丈

を
超
え
た
、
無
理
筋
な
政
策
」
策
定
を
回
避
す
る
為
。

　

日
常
の
面
倒
な
こ
と
、
と
顧
客
が
感
じ
る
場
合
、
買
物

と
食
事
は
、
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
に
代
替
さ
れ
や
す
い
。
価

格
が
安
い
方
法
が
選
ば
れ
や
す
い
。

　

一
方
、
非
日
常
の
楽
し
み
、
と
顧
客
が
感
じ
る
場
合
、

買
物
と
食
事
は
、
ネ
ッ
ト
等
に
代
替
さ
れ
な
い
し
、
価
格

が
高
く
て
も
選
ば
れ
る
。

　

だ
か
ら
、
ま
ち
・
店
の
多
く
は
、
非
日
常
の
楽
し
み
の

場
を
目
指
し
た
い
。

　

し
か
し
、
非
日
常
の
楽
し
み
の
場
に
な
れ
る
、
ま
ち
・

店
は
一
部
に
限
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
東
京
の
よ
う
な
大
都

市
、
京
都
の
よ
う
な
有
名
な
観
光
地
、
有
名
な
シ
ェ
フ
が

い
る
店
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
「
地
方
の
ま
ち
・
店
は
、
京
都
の
よ
う
な
観
光

地
化
か
、
有
名
な
シ
ェ
フ
の
招し

ょ
う
へ
い聘に
成
功
し
な
い
限
り
、

非
日
常
の
楽
し
み
の
場
に
は
な
れ
な
い
」
と
換
言
で
き
る
。

つ
ま
り
、
実
現
可
能
性
が
低
い
「
身
の
丈
を
超
え
た
、
無

理
筋
な
政
策
」
と
言
え
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
の
ま
ち
・
店
は
多
く
が
「
非

日
常
の
楽
し
み
の
場
を
目
指
し
て
、
東
京
や
京
都
の
縮
小

版
を
造
り
、
個
性
を
失
い
失
敗
」
す
る
。

個
性
と
関
係
性
の
喪
失
で
、地
方
は
衰
退
す
る

　

非
日
常
の
楽
し
み
の
場
で
あ
る
、
ま
ち
・
店
と
顧
客
の

関
係
は
「
顔
が
見
え
な
い
、
そ
の
日
限
り
な
」
希
薄
な
関

係
で
よ
い
。
だ
か
ら
、
活
性
化
へ
の
政
策
は
主
に
、
そ
の

日
限
り
の
一い

ち
げ
ん見
客
を
魅
惑
す
る
魅
力
の
向
上
と
な
る
。

　

一
方
、
日
常
の
面
倒
な
事
と
顧
客
が
感
じ
る
理
由
は
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
て
毎
日
の
よ
う
に
移
動
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
あ
る
。
移
動
と
い
う
ム
ダ
を
顧
客
が
許
容
で
き

な
く
な
っ
た
今
、
買
物
と
食
事
は
「
ネ
ッ
ト
通
販
へ
代
替
、

価
格
が
安
い
方
法
・
店
へ
代
替
」
が
進
む
。

　

こ
の
よ
う
な
地
方
の
「
ま
ち
・
店
は
、
顧
客
が
日
常
的

に
訪
問
し
た
く
な
る
関
係
・
繋つ

な

が
り
が
あ
っ
て
こ
そ
活
性

化
」
す
る
。
だ
か
ら
、
活
性
化
へ
の
政
策
は
主
に
、
ま

ち
・
店
と
顧
客
の
関
係
を
創
る
こ
と
と
な
る
。

定
住
人
口
、交
流
人
口
、関
係
人
口
の
違
い
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ま
ち
・
店
と
顧
客
の
関
係
を
創
る
政
策
の
例
を
示
す
目

的
を
兼
ね
て
「
定
住
人
口
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
」
を

定
義
し
て
お
く
。　

　

定
住
人
口
は
、
住
む
機
能
に
着
眼
し
た
「
居
住
者
数
」。

統
計
で
把
握
で
き
る
。

　

交
流
人
口
は
、
働
く
・
楽
し
む
機
能
に
着
眼
し
た
「
就

労
者
数
、
観
光
者
数
」。
い
ず
れ
も
統
計
で
把
握
で
き
る
。

　

関
係
人
口
は
、繋
が
る
機
能
に
着
眼
し
た
「
関
係
者
数
」。

統
計
は
無
く
、
数
を
把
握
で
き
な
い
。
繋
が
り
方
は
多
様

で
、
定
住
や
就
労
は
問
わ
な
い
。
距
離
の
遠
近
も
問
わ
な

い
。
リ
ア
ル
な
繋
が
り
か
ネ
ッ
ト
だ
け
の
繋
が
り
か
も
問

わ
な
い
。

　

関
係
人
口
で
重
要
な
の
は
「
繋
が
り
方
」
で
は
な
く

「
繋
が
り
の
強
さ
」
で
あ
る
。
例
と
し
て
は
「
同
郷
、
同

窓
、
同
じ
趣
味
・
価
値
観
」
が
分
か
り
や
す
い
。

　

よ
っ
て
「
関
係
人
口
を
創
る
」
最
も
簡
単
で
優
れ
た
政

策
は
「
同
じ
趣
味
・
価
値
観
の
者
が
集
う
会
や
同
窓
会
の

過
程
で
、
ま
ち
・
店
と
の
繋
が
り
を
育
む
」
事
。
同
窓
会

の
開
催
だ
け
を
政
策
に
す
る
と
、
失
敗
」
す
る
。

本
質
の
実
践
で
成
功
　
VS
　
猿
真
似
は
失
敗

　

優
れ
た
政
策
の
「
同
窓
会
の
過
程
で
、
ま
ち
・
店
と
の

繋
が
り
を
育
む
〝
本
質
〟　
VS　

同
窓
会
の
開
催
だ
け
を

政
策
に
す
る
と
、
失
敗
す
る
〝
猿
真
似
〟」
と
い
う
二
項

対
立
は
「
本
連
載
の
理
由
と
解
決
策
」
の
典
型
例
で
あ
る
。

　
　

表
3
な
ど
優
れ
た
「
成
功
例
の
分
析
」
情
報
さ
え
あ

れ
ば
、
政
策
に
す
べ
き
は
「
同
窓
会
の
過
程
で
、
ま
ち
・

店
と
の
繋
が
り
を
育
む
〝
本
質
〟」
と
、
誰
で
も
分
か
る
。

　

だ
が
、
成
功
を
創
造
し
た
滝
田
氏
の
話
（
表
3
）
を
、

公
務
員
が
視
察
で
見
聞
し
て
つ
く
っ
た
政
策
は
「
同
窓
会

の
開
催
だ
け
を
政
策
に
す
る
と
、
失
敗
す
る
〝
猿
真
似
〟」。

　

し
か
も
「
同
窓
会
の
開
催
だ
け
」
と
い
う
無
意
味
な
愚

策
に
「
補
助
金
ば
ら
ま
き
」
愚
策
を
付
加
す
る
の
で
、
政

策
が
無
意
味
な
弊
害
に
加
え
、
表
4
の
重
い
病
に
陥
る
。

　

同
窓
会
補
助
金
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
「
皆
が
欲
し

い
が
、
予
算
の
制
約
」
か
ら
、
受
給
が
不
公
平
（
例
え
ば
、

早
い
者
勝
ち
、
無
意
味
な
条
件
を
付
加
）
に
な
る
。

　

無
意
味
な
条
件
の
例
は
先
述
し
た
、
同
窓
会
の
参
加
者

に
「
年
齢
の
上
下
限
、
居
住
地
の
地
域
外
割
合
の
下
限

（
以
下
、
こ
れ
）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
証
明
す
る
市
民
側

も
、
審
査
す
る
役
所
側
も
、
事
務
が
煩
雑
す
ぎ
る
。
こ
れ

で
、
成
果
が
出
る
な
ら
、
ま
し
だ
が
、
成
果
は
出
な
い
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
早
い
者
勝
ち
に
し
た
結
果
、

5
時
間
も
並
ん
だ
が
貰も

ら

え
な
か
っ
た
不
公
平
や
、
公
務
員

は
多
く
貰
っ
た
不
正
が
、
あ
ち
こ
ち
で
起
き
た
。

　

不
正
が
最
大
の
タ
ブ
ー
な
役
所
で
近
年
、
補
助
金
ば
ら

ま
き
に
係
る
不
正
が
多
発
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
公
文
書

改か
い
ざ
ん竄

、
子
息
を
合
格
さ
せ
る
見
返
り
等
の
贈
収
賄
。

　

不
正
を
防
ぐ
為
、
2
年
毎
に
人
を
異
動
さ
せ
る
仕
組
み

は
「
皆
が
素
人
で
、
縦
割
主
義
」
と
い
う
弊
害
を
生
み
、

不
正
に
誰
も
気
が
つ
け
な
い
。

　

解
決
策
と
し
て
、
公
文
書
の
法
改
正
な
ど
あ
る
が
、
根

本
的
な
解
決
策
は
「
A
：
補
助
金
ば
ら
ま
き
を
止や

め
る

→
B
：
ス
キ
ル
無
き
素
人
か
ら
プ
ロ
に
進
化
す
る
」
事
。

A
と
B
は
連
動
し
て
い
る
の
で
、
連
携
し
て
実
践
し
よ
う
。

　

役
所
は
皆
が
素
人
だ
か
ら
、
仕
事
は
予
算
（
補
助
金
）

の
獲
得
ま
で
で
、
実
践
と
補
助
金
は
丸
投
げ
外
注
さ
れ
、

ス
キ
ル
も
金
も
役
所
に
蓄
積
し
な
い
。

　

ス
キ
ル
無
き
素
人
な
公
務
員
の
補
助
金
ば
ら
ま
き
、
も

う
、
止
め
ま
せ
ん
か
？

脱「
ス
キ
ル
無
き
素
人
、縦
割
主
義
、補
助
金
ば
ら
ま
き
」

　

補
助
金
ば
ら
ま
き
弊
害
の
根
源
は
、
同
窓
会
の
開
催
だ

け
を
政
策
化
な
ど
「
成
功
例
の
猿
真
似
」
に
あ
る
。

　

「
成
功
例
の
猿
真
似
」
と
「
成
功
例
の
分
析
情
報
さ
え

有
れ
ば
、
本
質
は
誰
で
も
分
か
る
」
と
の
違
い
は
、
す
ご

く
重
要
で
、
役
所
が
最
も
改
革
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
公
務
員
が
「
成
功
例
を
正
し
く
分
析
→
正
し

い
政
策
を
導
き
実
践
」
で
き
る
ス
キ
ル
さ
え
有
れ
ば
、
素

人
か
ら
プ
ロ
に
進
化

で
き
て
、
地
域
や
事

業
者
は
成
長
す
る

（
補
助
金
ば
ら
ま
き

愚
策
は
不
要
に
な

る
）。
表
4
の
病
も

完
治
で
き
る
効
果
も

あ
る
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い

効
果
を
得
る
の
に
必

要
な
政
策
は
表
5
の

2
点
で
、
本
連
載
は

地
域
ご
と
に
私
が
2

点
で
実
践
し
た
内
容

表4　補助金ばらまき、六つの重い病

補助金の申請が煩雑かつ受給が不公平という欠
陥から「①役所は雑務が増加→②公務員は意欲
喪失→③公務員の不正→④役所は批判され、信
頼喪失　⑤仕事は『2年で異動、予算＝補助金
の獲得まで』故、スキルが無い　⑥税金の浪
費」という、プレミアム商品券ばらまき等にも
見られる「補助金ばらまき、六つの重い病」が
起きる。



7 2018年（平成30年）9月20日（木）　地方行政　第3種郵便物認可

を
具
体
的
に
詳
解
し
て
き
た
。

表
5
は
、コ
ン
ビ
ニ
成
長
の
源
泉「
人
材
育
成
」

　

表
5
は
「
人
材
育
成
」
政
策
そ
の
も

の
で
あ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
は
、
表
5
の
仕

組
み
を
実
践
す
る
事
で
、
店
舗
の
質
量

を
高
め
続
け
て
い
る
。
表
1
で
コ
ン
ビ

ニ
は
古
い
第
2
世
代
だ
が
、
衰
退
せ
ず

進
化
・
成
長
し
続
け
る
要
因
の
一
つ
に

「
表
5
の
仕
組
み
」
が
あ
る
。

　

表
5
の
仕
組
み
と
は
、
コ
ン
ビ
ニ
本

部
が
、
F
C
（
フ
ィ
ー
ル
ド
・
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）
を
研
修
し
、
F
C
が
店
舗
を

指
導
す
る
。
但た

だ

し
、
F
C
が
指
導
し
切

れ
な
い
案
件
は
本
部
が
直じ

か

に
店
舗
を
指

導
す
る
。
表
5
と
の
関
係
は
「
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
が
事
業
者
、

地
元
の
店
舗
を
指
導
す
る
F
C
が
公
務
員
、
コ
ン
ビ
ニ
本

部
が
私
」
に
相
当
す
る
。

　

公
務
員
（
特
に
市
町
村
職
員
）
は
、
F
C
（
地
域
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）
で
あ
る
べ
き
。
事
業
者
・
市
民
か
ら
気
軽

に
相
談
を
受
け
「
前
例
が
無
い
、
予
算
が
無
い
、
そ
れ
は

私
の
担
当
で
な
い
」
三
つ
の
言
い
訳
は
禁
句
で
対
応
す
る
。

報
告
＆
知
恵
だ
し
は
皆
で
共
有
す
る
、新
し
い
働
き
方

　

市
民
か
ら
受
け
た
相
談
・
自
分
で
発
見
し
た
課
題
は
、

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
皆
へ
「
報
告
す
る
→
知
恵
だ
し
を
求

め
る
」
シ
ェ
ア
を
行
う
良
い
（
以
下
、
新
し
い
働
き
方
）。

　

上
司
1
人
だ
け
と
指
示⇔

報
告
す
る
古
い
働
き
方
は

「
①
縦
割
主
義
の
温
床　

②
解
決
策
が
出
な
い
、
遅
い　

③
あ
る
分
野
の
成
否
が
、
上
司
1
人
の
資
質
で
決
ま
っ

て
し
ま
う
（
が
責
任
は
取
ら
な
い
）」
等
、
弊
害
が
多
い
。

上
司
が
素
人
の
役
所
で
は
、
②
③
の
弊
害
は
甚
大
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
新
し
い
働
き
方
が
近
年
、
民
間
で
は
当
た
り

前
に
普
及
。
民
間
企
業
で
の
活
用
例
を
紹
介
し
よ
う
。

　

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
報
告
さ
れ
た
課
題
へ
の
「
知
恵
だ

し
は
人
事
考
課
の
対
象
」
と
し
、
次
の
成
果
を
得
る
。

　

第
一
に
、
知
恵
だ
し
の
質
量
を
高
め
て
、
良
い
解
決
策

を
早
く
導
く
。
第
二
に
、
社
員
の
関
心
・
ス
キ
ル
を
皆
に

「
見
え
る
化
、
シ
ェ
ア
」
し
、
適
材
適
所
を
図
る
。
逆
説

的
に
言
う
と
、
社
員
は
自
分
の
好
き
を
仕
事
に
す
る
キ
ャ

リ
ア
実
現
＆
ス
キ
ル
向
上
を
目
的
に
、
知
恵
だ
し
に
関
与

す
る
。
つ
ま
り
、
労
使
双
方
に
効
果
が
高
い
。

意
識
を
変
え
て「
義
務
」を「
自
分
ご
と
」に
変
え
る

　

こ
の
よ
う
に
、
意
識
を
変
え
る
と
、
他
人
へ
の
知
恵
だ

し
が
「
つ
ま
ら
な
い
義
務
」
か
ら
「
面
白
い
自
分
ご
と
、

自
分
の
好
き
」
に
変
わ
る
。

　

公
務
員
の
意
識
改
革
も
「
上
司
の
指
示
・
世
間
か
ら
の

圧
力
で
嫌
々
や
る
」
の
で
は
な
く
「
自
分
が
楽
し
む
目
的

で
や
る
」
と
、
意
識
を
変
え
て
、
面
白
く
実
践
し
よ
う
。

中
間
工
程
の
店
舗
＆
中
間
管
理
職
は
、改
革
か
消
滅

　

ネ
ッ
ト
通
販
の
普
及
で
、
生
産
者
と
顧
客
の
中
間
工
程

で
あ
る
店
舗
は
不
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
同
様
に
、
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、
経
営
者
と
社
員
の
中
間
工
程
で

あ
る
中
間
管
理
職
は
不
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

中
間
工
程
が
不
要
に
な
る
「
中
抜
き
」
は
今
後
も
急
激

に
進
む
。
よ
っ
て
、
中
間
工
程
の
店
舗
＆
中
間
管
理
職
は

「
顧
客
価
値
を
創
造
す
る
改
革
」
を
実
践
し
て
生
き
残
る

か
「
消
滅
」
す
る
か
、
問
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
中
間
管
理

職
を
目
指
す
働
き
方
は
今
後
、
あ
り
得
な
い
。

　

店
舗
（
と
店
舗
が
あ
る
中
心
市
街
地
）
の
生
き
残
り
政

策
は
、
前
回
と
今
回
で
論
じ
た
。
中
間
管
理
職
の
生
き
残

り
政
策
は
、
表
5
の
人
材
育
成
で
協
働
し
よ
う
！

謝
辞
　
表
5
の
人
材
育
成
ご
依
頼
お
待
ち
し
ま
す

　

連
載
は
今
回
で
終
わ
り
ま
す
。
約
1
年
半
、
ご
愛
読
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
読
者
か
ら
、
表
5

の
人
材
育
成
（
研
修
、
助
言
）
業
務
の
依
頼
を
多
く
頂
き
、

私
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
進
化
で
き
た
事
も
感
謝
し
ま
す
。

　

人
材
育
成
の
講
師
を
務
め
る
と
、
相
談
を
多
く
受
け
ま

す
。
相
談
者
と
解
決
策
を
探
る
協
働
は
、
相
談
者
と
私
の

双
方
に
大
き
な
進
化
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

読
者
も
、
市
民
か
ら
の
相
談
に
「
前
例
が
無
い
、
予
算

が
無
い
、
そ
れ
は
私
の
担
当
で
な
い
」
三
つ
の
言
い
訳
は

禁
句
の
協
働
で
、
解
決
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

協
働
の
結
果
、
市
民
と
読
者
（
公
務
員
、
議
員
）
の
双

方
が
活
性
化
で
き
て
、
地
域
も
活
性
化
し
ま
す
。

　

そ
う
、
地
域
の
活
性
化
（
地
方
創
生
）
は
、
人
（
公
務

員
、
議
員
）
の
活
性
化
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

人
の
活
性
化
・
人
材
育
成
に
困
っ
た
ら
、
あ
る
い
は
成

果
を
も
っ
と
高
め
た
い
な
ら
、hisa4ge@

yahoo.co.jp

（
私
の
メ
ル
ア
ド
）
へ
表
5
の
人
材
育
成
（
研
修
、
助

言
）
業
務
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

表5　久繁が本連載で詳解した「人材育成」政策

1　公務員への研修・助言
2　公務員が分析・実践し切れない部分を、事業者 
に指導・助言


